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■ 第１分科会まとめ 

第１分科会は、これまで活動を続けられてきた先輩ＮＰＯの方々に、活動してきた中で

遭遇した困難・感じた問題意識などをお話いただき、これからを担っていくＮＰＯに向け

て力強いメッセージと活力をいただきました。 

（パネリスト） 

ＮＰＯ法人赤目の里山を育てる会        伊井野雄二さん 

ＮＰＯ法人市民福祉ネットワークみえ      大西 良太さん 

ＮＰＯ法人伊勢志摩バリアフリーツアーセンター 野口あゆみさん 

 

それぞれが、運営していく中で印象に残った出来事・課題・問題意識・意見 

・ＮＰＯとして、ジレンマがある。行政が行う事業について、よくアドバイスを求めら

れるが、予算が付いていない場合が多い。アドバイスしてあげたい気持ちと、安定した

サービスを「継続」するための対価とのジレンマに悩まされる。 

・これまでの 10 年を引っ張ってきたようなリーダーシップと個性のある後継者は、な

かなかいないのが現状ではないか。今まで、一人でやってきたことを 5人・10人で行え

る様な仕組みづくりを行っていかなければならないと感じている。 

就職先として、ＮＰＯが選択できるような環境を作りたいという気持ちが大きいが、自

分の給料で代わりをしてくださいとはとても言えない状況である。 

・「参加」の感覚を行政職員も持って欲しい。自らが、主体となることで他の手本になる。 

・ 法人として新規に事業を起こそうとした際に、理事会が紛糾し全ての理事が辞任した

ことがあり、民主主義の怖さを知ったこともあった。 

・小さな団体でいいから三重県中どこにいってもある、そういうネットワークを作ってい

きたい。 

・ 300万円～500万円の財政規模のＮＰＯ法人を今後いかに育てていくか。行政の支援

を始めとして、アイデアをみんなで提案しあうことが非常に大事なことだと思う。 

 

会場に向けてのメッセージ（市民はこの 10 年で変わったのか。10 年間継続する極意とは） 

・自律した市民社会の形成は、10年ぐらいでは成しえない。まだまだ「住民」が多い。 

・行政がお金の配分を変えれば、もっと市民は育つ。 

・市民は変わってきたように思う。行政も、今まで縦割りだったのが少しずつ変わってき

ている。市民活動団体が、うまくマスメディア等を利用していくことで、市民活動の理解

が深まり自然な形で活動に参画してもらうことにつながる。 

・「気づき」から、みんなで行動を起こせるようになればまちはどんどん良くなるし、世

の中も豊かになる。 

・自分たちの行う事業が、全国の基準・モデル事業になるという意識を絶えず持つことが

熱意の継続につながる。自分のフィールドを見つめなおす中で、新しい事業展開というの

は次々と出てくる。 
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■ 開会(趣旨説明) 
 [山本] よろしくお願いします。まずこの分科

会の目的を簡単に紹介させてもらうと、「先駆

者と語ろう」ということで、ＮＰＯ法人活動を

10年以上やっていただいた3人に来ていただい

たので、このみなさんにＮＰＯ法人をやってき

てどうだったのかというところとか、運営する

中での悩みとか解決したい課題など、そういっ

たことをＮＰＯを立ち

上げたばかりか、これ

から立ち上げようとし

ている人たちとともに、

ヒントになるようなも

のを見つけていく時間

にしたいと思っていま

すのでよろしくお願い

します。進行は山本がさせていただきます。よ

ろしくお願いします。せっかくなので、最初の

うちあわせにはないんですが人数がこの程度で

すから、参加されたみなさん一人ずつ短くで結

構ですので、どういう立場で今日は何を聞きに

きたのかということを一人ずつ自己紹介してい

ただきたいと思います。それを聞いてから三人

のパネリストのみなさんにお話をしていただこ

うと思います。 

 

[参加者自己紹介] 

 

[山本] では、参加のみなさんの自己紹介を終

わりましたので、今度はそのみなさんの疑問に

答えていただける三人のみなさんに自己紹介を

兼ねてこの 10年間の活動を簡単に紹介をして

いただきたいと思っています。おそらく活動紹

介をそれぞれに任すと 2時間くらいしゃべって

しまうだろうと思ったので、10分という依頼を

させていただいていると思いますので、申し訳

ありませんがみなさんの活動を簡単に伊井野さ

んから紹介をお願いします。 

 

■ 活動紹介 
ＮＰＯ法人赤目の里山を育てる会 
[伊井野] 赤目の里山の伊井野です。赤目の里

山を育てる会については資料を読んで、いろん

なことをしているんだなぁと思っていただいて、

それで、そこそこ大臣表彰なんかも受けて結構

かっこよくやってくれてるんだなというふうに

思ってくれたらいいです。ＮＰＯの取り組みが

県のほうで始まったのは別の事務所のときで、

私の団体はＮＰＯの認証の一号団体なんですが、

10年前の 12月 1日の朝 6時に行きましたら、

何を間違えたのか守衛さんが私に鍵を渡すので、

守衛さんは私を臨時の職員さんと間違っていた

みたいで、一号認証を取りたいために行ったら

誰もいなくて、その時は 6時に行かなくても良

かったんですが。それで職員さんが来るのを湯

を沸かしてコーヒーを入れて待ってたんです。

そういう経過はここでしか聞けないわけで貴重

ですよね。それで一号を取ったから名誉ある一

号になってくださいってずっとその職員の方は

言い続けていたので、今

のところ 10年間ちゃん

とそれなりには立派な

団体で運営をしてきた

というのはあります。そ

れで先ほどの質問って

強烈だったんですけど

ね、三越の社長が解任されたのと同じことが赤

目にもおきました。これはインターネットのホ

ームページの中の議事録にもあげていますから

誰でも見ることができる情報にしていますが、

赤目の里山を育てる会でデイサービスをやるか

やらないかということで結構すったもんだしま

して、当時理事が 12人くらいいたんですが、デ

イサービスをやる派が少数で反対が多数で、事

務局長解任決議みたいなのが出かけて、という

よりデイサービスをしないという決議がおこり
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かけてものすごく大変な時期がありました。基

本的にＮＰＯというのは理事が 3人で団体を構

成できるわけですが、大勢の理事さんに囲まれ

ていいなぁと思っていたんですが、ＮＰＯとし

て事業として生き残るということを幹部が絵を

描いたことが運営の理事の中に十分に浸透でき

なかった。早くそれをしないと組織がもたない

というような、どんな歩みをしていくのかとい

うようなことでは見解が異なったということが

ありまして、非常に大変な時期がありました。

今から５年くらい前ですかね。実を言うとうち

がデイサービスをするようになったのは、隣の

大西さんのところがきっかけで、大西さんのと

ころに行ってデイサービスを山の中でやりたい

んだけどといって、大西さんにも赤目にきても

らっていろんな指導を受けて、赤目しかやれな

いデイサービスをやりますのでというような協

力を得て、提案したんですが、そういう組織内

が非常にガタガタして環境保護団体なのにデイ

サービスというのは別の団体かもしくは有限会

社ですればいいじゃないかという議論がおこっ

て、私もどうしようかなというふうなことがあ

りました。多くのＮＰＯではあまりそんなこと

は赤裸々に明らかにはならないだろうけども、

みんなと一緒にものを判断するということを怠

るとそういうような事態にもＮＰＯとしてなっ

ていくんだなということを、身をもって体験し

ました。それは全員の理事が辞任をして、赤目

の里山の理事として残ったのは理事長しか残ら

ないという状況で、もう一度理事を募ったとき

に誰もいなくて、これでは運営できないから会

をつぶすかどうかという瀬戸際まできて、事務

局の伊井野さんは責任を持ってやらなければい

けないからもう一度理事に復活しなさいという

話の中で、わかりましたということでもう一度

理事に戻って、新しい理事を選任して立ち上げ

て、それで理事会で決議したデイサービスの事

業を復活させるということをもう一度新しい理

事会でやり直して、今に至っているわけです。

民主主義というのは本当に大変だなあというよ

うなことを身をもって感じました。多数決とい

うことの素晴らしさと怖さというものを身にし

みて思っていますので、この 10年間、もう 12

年になりますがなかなか大変だったなと思って

いますが、僕の判断は間違ってなかったなと思

うのは、今やっとデイサービスの事業がそれな

りに軌道に乗って、その安定した状況の中で里

山の保全活動というのをできるようになったと

いうのが正味のところです。もう近々また新し

いご報告がみなさんにできると思うのですが、

今街路樹の剪定したものを新しい燃料にしよう

ということを行政のほうに提案しましたら、行

政も一生懸命になって今までかかってきた税金

で処理していた費用をできるだけ減らしたいと

いう思いもあって、それで赤目の里山を育てる

会が一般廃棄物の処理場の資格を取ってくださ

いという話になって、それは費用もあまりかか

らないということが明らかになって、自治会と

市役所と赤目と今まで処理をしてきた企業がみ

んな寄って、名張の街路樹を有効に使う会議み

たいなものに発展しそうなんです。赤目の里山

は廃棄物の処理場の反対でナショナルトラスト

という運動をやったにも関わらず、10年たった

ら今度は自分たちが廃棄物の処理場業者になる

というのもなんだか因縁めいていて面白い取り

組みだなあという話とおもいます 。とにかく自

分たちのフィールドをずっと見つめなおす中で

新しい事業展開というのは次々と出てくる。例

えば教育しかり、文化しかり、芸術しかり、そ

してまちづくりしかり、最後に全体としてはや

はり環境団体というのはまちづくりの主体にな

らなければいけないというのが、この 12年の僕

の概括する感想だというふうにいえると思いま

す。とりあえず以上です。 
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[山本] ありがとうございます。それでは次は

大西さんお願いします。 

 

 

ＮＰＯ法人市民福祉ネットワークみえ 
[大西] みなさんどうもありがとうございます。

この 10年継続するのに呼んでいただきまして。

最近よく考えてみたら、これをもらってから、

まあＮＰＯ法人としては 10年なんですが、天皇

陛下が亡くなられたとき 1月 7日ですけど、そ

の 1月 5日にこれを初めてしたんですよね。で

すからあと 10日ぐらいするとまるまる 20年に

なるようなことで、そうやって言われてみると

10年ってそんなに大変なことなのかなと逆に

思ったような次第でございます。しかし最近の

ＮＰＯは元気がありませんし、10年といいます

が長ければいいというものでもないですし、何

を話していいのか悩んでいます。自己紹介とい

うことで、私 47年生まれで今 61才です。趣味

はバードウォッチング。バイクに望遠鏡と三脚

ぶらさげて日本国中遊びまわっています。そん

なことをしているわけですが、学校を出てこの

世界とは全く縁の遠い雑誌の編集のほうをやっ

ていまして、雑誌の編集から商社へ行って、商

社からこの仕事に首を突っ込むようになってし

まったのが運のつきで、今になっています。 

雑誌の編集のときに昔の人なら知っていると

思うんですが、マグロの水銀問題というのがあ

ったんです。水銀汚染の問題。それを編集長か

ら取材しろといわれマグロの水銀を求めて日本

中の港を駆け巡ったわけなんです。そうこうし

ているうちにマグロの水銀というのは毛髪を調

べるとすぐにわかるらしいんですが。どこへ行

ってもマグロの水銀問題というのは、アメリカ

のＦＤＡ（アメリカ食品医薬品局）から指摘さ

れたんですが、それの被害実態というのは全く

ないわけなんです、日本中探しても。それで商

社へマグロの水銀の件を取材と、方向を変えて

みました。そうしたらそんなものあるわけない

だろうということで、そんなにマグロのことが

知りたいならうちへ来んかということで雑誌の

取材から世界各地のマグロを買い付けする仕事

に就きました。それで世界中のマグロの基地を

買い付けに回ったんですけども、一番短いとこ

ろは数ヶ月、長いところだとパプアニューギニ

アに 4年半おりました。 

パプアニューギニアにいてるときに日本から

電話がかかってきて実家から、母親が入院した

んだというようなことで、それで参ったなと思

いまして帰ったんです。それで僕のうちは三人

兄弟でこんなご時世ですからみんな共稼ぎで、

母親が入院してもそれを手伝う人がいないんで

す。今みたいに社会的入院は認められないとい

う状況ではなくて、病気が治るまでずっと継続

病院が可能でした。しかし家族介護者が居ない

ので毎月家政婦さんに依頼しました。当時で 20

万から 30万かかりましたね。始めの二ヶ月や三

ヶ月は払えるんですが、これが 1年 2年となっ

てくると大変ですよ。お金ですから兄弟喧嘩は

起こってくるわ、夫婦喧嘩はおこるわで。それ

でそのときに考えたんです。これは何かしない

といけないなと。それで僕が雑誌社から商社に

移ったのも簡単だったんですが、これもまた簡

単で、じゃあオレが何とか金のかからないシス

テムを作ってみようじゃないかと思いまして、

それで会社を辞めて自分ひとり助け合いの会を。

この世界に入ったのはこれがきっかけです。 

それでやり始めて思ったことは…。まだいっ

ぱい話すことがあるんですが、僕が何をしたか

ったかというと日本の結いの制度ですよね。あ

れをもう一度実現したい、そのためには助け合

いというのをやっていかなければいけない。地

域通過というのもやりました。地域通過という

ものも僕は結いの制度を復活させる一つの手段

だと理解しています。これが大体の僕のスター

トです。 
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ところで行政はどうか。行政は変わってない

んだよね。三重県は県民しあわせプランの中で

新しい時代の公なんてことを高らかにうたって

いるんですが、この新し

い時代の公の中には当然

ボランティア、市民力と

いうのは入ってくるはず

なんです。市町の方にい

くとそれは何の話やとい

う行政職員もたくさんい

ます。これが三重県の実

態ですよね。ですから真の意味で自治体が変わ

ってください。お願いします。 

 

[山本] 続いて野口さん。 

 

 

ＮＰＯ法人伊勢志摩バリアフリーツアー

センター 
[野口] パワーポイントを使わせていただいて

活動の説明をさせていただきたいと思います。

先ほどからみなさん 10年継続したっていう話

をされているんですが、実はうちまだ 10年も続

いてないんです。まだ 7年目くらいなので四捨

五入したら 10年とおもってもらったらいいん

ですが、四捨五入しても困るときもあるのでと

りあえずお招きいただいたので、10年ではない

ですがうちのセンターの活動の紹介をさせてい

ただきたいと思います。先ほど私個人の自己紹

介のほうは 10ページのほうに書いてあって、先

ほど大西さんが言っていたときに雑誌編集者を

していたというときに私もそうだったので、そ

ういう傾向にあるのかなと思って統計をとった

ら面白いかなと思いました。ではうちの説明を

させていただきたいと思います。ＮＰＯ法人伊

勢志摩バリアフリーツアーセンターの事務局長

をさせていただいてる野口あゆみと申します。

もしかしたら名前のほうは聞いたことがあるわ

という方もいらっしゃるかもしれないですが、

どんな活動をしているか。センターのほうは

2002年に設立しました。先ほども少し知事の名

前が出ていましたが、前の知事の本当に特異な

プロジェクトで伊勢志摩再生プロジェクトとい

うのが実はそのころできていたんですね。その

ときにその事業の一環として名前のごとく伊勢

志摩の観光を再生させるための事業の一つとし

て、このバリアフリーツアーセンターというの

を設立しました。なぜそのセンターで私が働き

だしたかというのもこの自己紹介のところに載

ってますので追々またお話させていだたきます、

長くなりますので。それでツアーセンターを設

立したのは 2002年なんですが、今現在鳥羽の

駅前の一番街というビルのみやげ物屋さんがい

っぱい入っているビルの一階にあります。です

ので、その中に混じってありますからただの観

光案内所に思われがちなんですが、実は簡単に

言いますと、伊勢志摩にいらっしゃる障害者や

高齢者観光客の人たちが伊勢志摩に行きたいけ

れど車椅子で泊まれる宿ってあるかなとか、水

族館に行きたいけれど車椅子で行けるかな、視

覚障害者の人をガイドしてくれる人がどこかに

いるかなみたいな、いろいろ旅行に関しての不

安ごとがあると思うんですが、そういったこと

をセンターに問い合わせていただいたら、実際

地元の障害者が見に行った情報、宿泊施設も観

光施設やスポット、サービスなどいろいろなこ

とを提供できるというセンターです。ですので

観光案内所に思われがちなんですけど言ってみ

れば観光協会のバリアフリー版だと思ってもら

って結構だと思います。組織自体は理事長がい

て、理事が 6人います。それで事務局長、私な

んですがそのほかにスタッフが私を含めて 3名

いますが、専門員というメンバーが 40人ほどお

ります。それは地元の障害者であるとか、こう

いったボランティアに関して協力していただけ

る方ですね。先ほど調査をするといいましたが、
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その調査をするにあたって実際にじゃあ何月何

日にどこどこ旅館に調査に行くんですけど来れ

る人いますかというと、専門員が私が行きます

ということで言っていただいて、だいたい５名

くらいで調査をしに行きます。旅館とかによる

と大変大きいので結構一日中かかることもあり

ますので、そういうメンバーであるということ

ですね。それで私たちの事業の方はというと先

ほども言いましたがバリアフリー観光の情報の

発信と収集ですね。発信するからには収集しな

いといけない、収集したからには発信しないと

いけない、このあたりが多分私の以前していた

仕事の雑誌の編集の力というか、持っていたと

ころだと思うんですが。 

あとバリアフリーの評価ですね、旅館とか観

光スポットなどに行ってバリアフリーの状況を

把握するという。これ評価というとみなさんた

じろいでしまう企業とかがあるんですが、評価

と言うよりありのままの情報をお伝えしたいと

いうことがあり、どうしてもバリアフリーにな

っていないから行けないとか思われそうですが、

後から出てきますが私たちの基準からすれば実

際現場がどうなっているかというのを知りたい

というのが実際障害者や高齢者の人たちである。

それを見て、行けるか行けないか判断するのは

行く人である。私たちが判断するのではなく行

く人たちが情報を収集して、これなら私が行け

る、これならおじいちゃんも行けるということ

を判断してもらう材料を調べに行くということ

です。 

あと観光地のバリアフリー化その他モニター

ツアーやアクティビティのイベントなどをさせ

ていただいて、あとはこういう講演活動や、視

察の受け入れなどを有料で。運営費ですね。さ

せていただいています。それで先ほど言いまし

た具体的に写真を見てもらいたいんですが、バ

リアフリーの観光情報の発信ということで、地

元のメンバーがこういう車椅子や、まぁ車椅子

は乗せてしまっているのであれですが、実際視

覚障害者や聴覚障害者のメンバーもいます。そ

ういったメンバーと実際地元を見てくる。それ

で地元を知ることによってまた新たに発信する

側としてこんなところが良かったよという、行

ったことによって伝えられるということがある

と思います。そういうことを発信しています。

あと評価、こういうふうに何センチかまで測り

ますね。これが最初の頃は嫌がられていたんで

すが、みなさんもご存知かもしれませんが車椅

子の方って手動のものも電動のものもあります

し、この測っている長さが 5センチのところが

バリアだと思う人もいれば、こんなのへっちゃ

らという人もいます。ですのでそういったとこ

ろを詳しく調べて、実際見て情報提供したとき

に、それなら私はいけますということをお伝え

するようにしています。あと観光地のバリアフ

リー化ということで先ほどもお話があったんで

すが、企業との協働ですね。これは地元の旅館

との協働でバリアフリールーム、ユニバーサル

ルームを作りました。みんなが集まってそのと

きも車椅子、視覚障害者、聴覚障害者みんな集

まってどんな部屋を作っていくかというんです

が、ここでかなり想像のとおりの大バトルが繰

り広げられるわけなんですが、けっこうそれを

とことんまで突き詰めていくと、本当のみんな

の思いやり、譲り合いから始まるユニバーサル

的な施設になっていくということで、大変みな

さん喜ばれましたし、できてから私たちもすご

く意識が高まりました。企業と協働するという

事は私たちもすごく責任を負うことになります。

お金がかかって、この回収した金額で例えば 5

年で回収する。そのためにいくらでこの部屋を

売るという具体的なお話を企業側から聞かせて

もらうので、そういうことをガンと聞かせても

らうので私たちも頑張らなくちゃという気にな

ります。もちろんバリアフリー化というのはよ

くあるし、この右下におじさんが掲げているの
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なんかは地元のもともとあるボランティアなん

ですが、そういう観光のガイドさんなんですけ

ども例えば視覚障害者の方がちょっと案内して

もらいたいと言ってるということを言ったら、

こういう触地図ですね、触ってこれ実は黄緑色

と白いところに少し

段差がありまして、触

るとどんなふうな地

図になっているのか

というのが見ていた

だく、今見ている光景

はこんな光景なんで

すよということを見

てもらうようなのを自ら、私たちが何も言わな

かったんですがこんなものを作ってみましたと

いうことでガイドの人が作ってくれました。そ

ういうような地元の人たちにも恵まれて大変あ

りがたいなと思っています。あとモニターチャ

ートとアクティビティのイベントというのが、

伊勢の人ならご存知だと思いますがお木曳きで

すね。障害者、高齢者の人たちってなかなかそ

ういう祭りなんかに参加するっていうのは難し

いことなんですが、やはりこういうのをやりた

いという声があがってきたので何とかできる環

境を作ろうということで、交渉してさせていた

だいたりとか、磯体験というこういう水の上を

浮いてますけれど、この車椅子、こういうのを

やってみたいという人が出てくれば私たちもこ

ういうのをどうやったらできるのかということ

をみんなで話し合いながら作っていったりして

います。伊勢志摩で泊まれるとか、食べれる、

遊べるだけじゃなくて、やっぱり伊勢志摩に来

ないとできないというものを作っていかないと

魅力的な観光地にはならないことですね。ここ

に書いてあるように今までは障害者の旅行自体

なかなかなかったわけですが、いけるところを

探していたんですね、今まで。ではなくて、こ

れからは障害者の人たちの行きたいところへ行

けるように開拓していかなければならないとい

うことで、先ほども言わせていただいたバリア

フリーというような情報提供というのはあくま

でも手段であって、私たちが言っているのはそ

の伊勢志摩に行きたいという魅力を、まず最初

に前面に出していかなければ結局は全国各地に

たくさんある観光地の中で伊勢志摩を選んでも

らえるというのが一番重要なんですね。そのと

きに、じゃあおばあさんを連れて行きたいんで

すけどもといったときに、バリアフリーの情報

がすぐに提供できるというふうにしておけばお

客さんを逃さずにすむということですね。そう

いうところを作っていきたいと思っています。

それで障害者、高齢者の人たちというのは本当

にさまざまな状態をお持ちなので車椅子の方だ

からここであろうとか、視覚障害者の方だから

こんなところが楽しいであろうとか憶測で情報

提供するのではなくて、お客さんが本当に行き

たいと思っているところをきちんと、先ほども

言ったように祭りに参加したいといのであれば

そういうものを提供していくというようなもの

を可能にしていかなければいけないと思ってい

ます。このシステム図とか言ってると時間がな

くなってくると思うので。こういうレンタル車

椅子というのも 6年 7年してきますと、お客さ

んからのニーズでいろんなサービス提供をして

くださいというのが出てきますので、それが大

変私たちも刺激になっています。今までは施設

で車椅子の貸し出しをしていましたが、これは

伊勢志摩に来ましたら伊勢志摩のどこでもレン

タカー感覚で車椅子の貸し出しができますよと

いうことです。あとこれは大々的には言ってな

いんですが、神宮のボランティアですね。みな

さんもご存知のようにこういう石段があったり、

砂利道が 800メートルあったりとかするような

ところを神宮は車椅子の貸し出しをしているん

ですが、それを介助する人がいないというとき

にサポートボランティアを実施したりとかも行
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いました。最近出てきているのが旅館へのヘル

パー派遣ですね。これは大西さんとかにもいろ

いろ相談させていただいたりしましたが、最近

はデイサービスでお風呂に入っている、または

施設に入っているおじいちゃんおばあちゃんを

連れ出して旅行に行きたいというようなご家族

もいらっしゃいます。ヘルパーさんを利用して

お風呂に入ってる方たちもいらっしゃるので、

そうなると旅行に行くということになったとき

にお風呂に入れるの誰？ってなるんです。家族

誰も介助できないとなるので、そうなったとき

にこういうヘルパー派遣があると大変ありがた

いわと。現場から連れて来る方もいるんですけ

ど、すごく莫大なお金がかかるので現場で一時

間ほどのヘルパー、もちろん保険は利かないの

でだいたいその実費分を払ってもらうという形

でとっています。そういうようなこともちょこ

ちょこはじめていって、本当に継続すればする

ほどこういうサービスというものを提供してい

く、きちんとした安定したサービスを続けてい

かなければいけないなということをすごく実感

しておりますので、そういったところが今後の

私たちの課題でもあるのかなと思っています。

10分たってしまったのでこんな感じかな。あと

駅のボランティア観光案内とかしたり、最近は

教育で地元の学校で授業をしたりしています。

早足になってしまいましたが、ちらっと見たも

のでまたご質問があればよろしくお願いします。

以上です。 

  

[山本] ありがとうございました。だいたいこ

ういった人たちがみなさんのご質問に答えてい

ただけるということになりますので。あとは別

にシナリオは作っていませんので。先ほどの自

己紹介でも聞きたいことというのをいくつかお

話いただきましたが、その中からとくにこれだ

けは聞いておきたいというお話をみなさんの中

から聞いていって、質疑の時間、残り１時間く

らいゆっくりしていきたいなと思います。まず

これを聞きたい、こういうところでどなたかと

いっても手を上げないんですが、そこで手を上

げようという勇気のある方はいますか。 

 
 
■ ディスカッション 
１０年後の実感とジレンマ 
 [伊井野] 10年たって何が変わったかという

と、やっぱり 10年一昔って昔の人は言ったもん

だなと思いますね。事業が安定するということ

とイコールなのかどうか判断をしかねてますが、

ＮＰＯセクターとして食っていけるなという実

感が最近とくにしていますね。中堅の行政職員

とこの間 1時間くらい、行政職員の悩みを聞い

てあげようみたいなのでちょっと聞きましたら、

税金右下がりで、課題山積で、それで 20万 30

万の事業をやるだけで上からも下からもいろい

ろ言われて、モチベーション低下して行政職と

してどうやっていこうか悩んでるって。そこで

思ったのがＮＰＯに来たらという気持ちがやっ

ぱりしました。というのは、僕はＮＰＯを 10

年やれてきたのは公的なお金、企業のお金でも

ある意味公的なお金だと思うんですが、その公

的なお金を使って、自分たちのミッションに近

い事業を自分たちのアイディアでできるという

その魅力で 10年頑張れたと思うんですね。まだ

正式には集約していませんが、10年で赤目の里

山を育てる会は事業総額で１億円超えたと思い
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ます。真水でいうと 6千万くらいとってきたん

じゃないかと思います。真水というのは、税金

とか各企業のお金。つまり 4千万は自分で出し

たという意味ですが、最近助成金を出すと通り

やすいんですね、感覚として。通りにくい時期

もあったんですけども。というのは僕の判断は

助成金疲れしてみんな出してないんじゃないか

なという感じがして。そして知恵と度胸さえあ

れば、そこそこコンスタントにいろんなお金が

とってこれて自分のやりたいことをこんなに自

由にのびのびできるということはないんじゃな

いかなと思うので、行政職のそれなりの能力を

持った人はＮＰＯに転勤して、まぁ子供が中学

校以上になってからにしてください。そうしな

いとちょっと家庭がやっていけないかもわかり

ませんので。僕は本当にそう思います。行政で

能力を発揮できないんだったらＮＰＯにきて能

力を発揮するべきだと本当に思って、三重県の

人にはわかるかなと思って今言ってるんですが、

この間静岡で行われたＮＰＯ自治体フォーラム

で言ったらひんしゅくをかいまして、みんな冷

たい目で見てたんですが、来年は大西さんが行

ってもっと茶化したらいいなと思っていますが、

なんか最近そんな感じに思っています。 

 

[山本] そんな感じを聞いて、大西さんはどう

いう印象を今もたれましたか。 

 

[大西] いやぁ、参ったな。いろいろ問題あり

ましたね。ただこの 20年を振り返ってみまして、

8年介護保険やってきました。それで 10年 10

年ですよねそれで会員数を見てみると、この介

護保険が始まるまでは会員数が 750名だったの

が介護保険になってから 250名に激減。原因は

それを説明していると長くなりますので割愛し

ますが、介護保険になってから利用者も協力者

も変わりましたね。というのはお金が本来の威

力を発揮し始めたわけです。例えば助け合い（ボ

ランティア）だけやってるときでも、夜中に利

用者から依頼がくるケースってありますよね。

そのときに有償ボランティアの人にあそこのお

ばあちゃん、オムツ交換に行ってくれないかと

いっても、夜中の話ですよ。助け合いのときは、

じゃあ私行ってくるわと必ず軽い気持ちで言っ

てくれた。介護保険になったら殆どが、私忙し

いからできません。介護保険制度が始まったと

きに会は紛糾しました。介護保険しようか、そ

れとも参入するのやめようかというのでかなり

もめたんですが、お金の魅力には勝てなかった、

負けてしまったわけなんです。それで介護保険

事業者になったら自分たちが今まで助け合いで

していた活動がお金になるということがわかっ

てきたんです。有償ボランティアでは、うちは

1時間 650円でしてきたんですが、介護保険だ

とうちは 1500円なんですよね。650円と 1500

円じゃお金の面では話になりません。そういう

現実があります。それとバリアフリーの話なん

ですが、一つだけ介護保険制度で疑問に思って

ることがあります。これはうちのワーカー彼女

たちの疑問ではなくて、制度の問題なのですが。

例えば東京在住の方が伊勢志摩に旅行に来ると

するじゃないですか、するとバリアフリーセン

ターのサポートが完備しているから、ツアーセ

ンターを利用してホテルまで何とかいけるんで

すが、日常の居住地を越えて介護保険制度は利

用できないのです。実費支払いになります。同

一人が東京にいるときは 1割負担で利用可能だ

が、伊勢へきて観光ホテルに泊まると実費負担

になってしまう。介護保険法によると、介護保

険のサービスの提供は通常の生活の範囲内とい

うことらしいです。旅行というのは通常の生活

ではないという厚生労働省の考え方なんですが、

じゃあちょっと待てよと。障害者、あるいは高

齢者は旅行に行ってはだめなのか、というよう

なことにまでなってきますよね、話を広げてい

くと。こんな話だと高齢者の旅行というのは、
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僕はしんどい話だと思ってるんです。もっと皆

が主張すべきではないかなと思っている次第で

ございます。 

 

[山本] ありがとうございます。 

 

[野口] 大西さんの話とかも聞いたりしてみな

さん、ジレンマという部分がすごくあるんだな

と、私もあるんですけど。お二人の業種は私の

ほうは違って介護保険とかそういったところの

管轄ではないようなところなので、また違う意

味のジレンマというので、私たちの運営方法と

いうのはアドバイスとかそういったものでお金

をいただいたりするんですね。そのときに例え

ばさきほど言ってた企業でユニバーサルルーム

を作ったりするときにもアドバイス料という形

で企業からお金をもらったりします。それで中

身にはやっぱり他の企業、旅館とかでもバリア

フリールームを作ったりするときにアドバイス

させてください、でもお金がかかりますという

ことを話し出すと「うちそんな予算ないので。」

企業だけじゃなく行政もそうです。行政なんか

も新しく施設を作るとか道を作る。じゃあバリ

アフリーの視点で少し調査をしてください、見

てください。でも、きたときに話はもってくる

けれどもお金は持ってきてくれません。「見る

のでそういう予算を持ってきてください」とい

うと、「今回その予算は作ってないので、じゃ

あもう意見は聞きません」と帰っていきます。

でもそのときに、お金がないからアドバイスで

きないわけじゃないけれど、近くにできるもの

がアドバイスなしでできてしまって結局使い物

にならないものができてしまうというときはシ

ョックなんです。だったらタダでもいいからア

ドバイスしておけばよかったということは多々

あります。伊勢志摩の周辺施設にも。そういう

ものがすごくジレンマであって、そういう当た

り前のようにしてバリアフリーのアドバイスに

対しての予算というものを作っていっていただ

きたいなということをすごく思いました。さき

ほど大西さんが言ったように助け合いの部分で

の旅館のヘルパーなんですけども、私たちもそ

れはすごく実感しています。普段だったらそん

なにお金のかからないことなのに、旅館にくる、

それで極端な話、東京からでなくても実際この

ヘルパー派遣の件で地元の方に体験していただ

いたことも何度かあるんですね。そのときに言

ってたのが、例えば同じ鳥羽市内の人でも、鳥

羽市内でお風呂、自分のエリアでお風呂に入ら

せてもらうときには保険がききますよね。でも

隣の旅館に行ったときには保険がきかないんで

すよ。自分の家じゃないとだめなんです。すぐ

隣なんですよと言ってもだめなんです。という

ようなことになるのがすごくおかしいなと思い

ました。旅行だけでなく、ちょっと温泉に入り

たいとか、大きいお風呂にゆっくりと入りたい

という方たちもいるので、そういう人たちにた

まにはいいんじゃないか、毎日じゃなくてもい

いんです、たまにはそういう機会があればいい

のになというのはすごく実感しました。お風呂

の件に関してなんですが、お風呂に入るという

ことに対して本人だけが満足するわけじゃない

んです。家族の方が一番満足してくれるんです。

今までヘルパー派遣で何度か行かせてもらった

ときに一番喜んでいるのは実は家族だったりす

るんです。それは例えばあったのは、私ぐらい

の年齢の筋ジスの女の子とお母さんと一緒に来

られたんですけど、そのときにお母さんと娘さ

んはよく旅行には行ってると言ってたんです。

でもそのときに、お母さんは旅行に行っても腰

を痛めてて、女の子の介助ができないからお風

呂に入れないのが当然できているんですが、お

母さんはお風呂に入りに行きますよね。でもカ

ラスの行水って言ってました。パッと入ってパ

ッと出てくる。そのときに「あー良い湯だった」

ということは言えないと言ってたんです。入っ
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てない娘に対してね。でもそのときにヘルパー

派遣で利用していただいた娘さんが気持ちいい

お風呂に入ったあとにお母さんが言ったという

のが「あー、これで私もゆっくりお風呂は入れ

るわ」っていうことを言われたんです。だから

やっぱりそういうところを考えると一人だけじ

ゃなくて、その周辺の人たちも気持ちよく旅行

ができるというところから考えると、もっとこ

ういうヘルパー派遣制度が気軽に使えるように

なれたら、大西さんが言ったような制度が少し

ずつでもいいからこの辺にできたらいいなとす

ごく思います。 

 

[山本] ＮＰＯを 10年続ける極意の話にしたい

ので、福祉の課題だけをあまり深めすぎるとい

けないんですが、思いとしては、こういう夢を

長年続けているみんな持ってるんだ、というこ

と。出てきた話でキーワードとなるのはまず「食

べていける実感」というのが非常に大きなキー

ワードとして出てきたのと、ＮＰＯをやってい

る中でいくつものジレンマがあって、特にここ

で出てきてるのはサービスというものに対する

ジレンマですね。ＮＰＯとしてサービスはした

いんだけど、活動していかなければならないと

きにそこに対価がつくかつかないかというとこ

ろのジレンマがあるみたいな話が出てきてます。

これからどんどん続けていきたいんですが、や

はり会場からも聞きたいことがあると思います

ので一度お話していただくのをとめて、最初の

自己紹介の中にあったテーマの一つに継続する

コツであったり、思いを持続するというところ

の極意はという話が何人かから出てましたので、

自分たちが活動してきて継続するのにこんな心

がけがあったよとか、こんな出来事がありまし

たよということでお話いただけることがあれば

ぜひお願いしたいんですけども。 

 

[伊井野] 僕も、ここの分科会は参加者が少な

いっていうけど、僕はお声がかかった時は冗談

抜きで若い人が多くて嬉しい分科会かなと思っ

たんですが今はとても残念です。でもやはり 10

年というけど、ここに集まっている人たちは、

本当にＮＰＯを運営しているみなさんですよね。

ただＮＰＯに関わるということじゃなくて、企

業とかでもやはり組織って人・金・物っていう

じゃないですか。だから自分たちが何をやって

いるかとか、やってきたかという話はどちらか

というとどうでもよくて、団体の資料に収入割

合をずっと載せるとか、そういうふうにちょっ

と工夫すればよかったね。参加資料として。10

年間の会員の動向とか、寄付はどれくらい集ま

ってどういう努力をしたかとか、そういうこと

が 10年の値打ちなんじゃないかなと思って。何

をやってるかとかいうことは、あまりこの場で

すると「そうなん」みたいな話で終わる可能性

があるなと思って。もう一つは人材の確保って

おっしゃったですよね。どこも人材の確保とい

うのはすごく大変なんですが、でもね、日本Ｎ

ＰＯセンターの山岡義典さんの代わりが、後継

者として簡単に育つと思います？それからシー

ズの松原明さんって、もう来年 1月 1日から休

眠に入るんですが、体がもたないんですよ。今、

全国的に募金活動をしているんですね。なぜか

というとお金を集める取り組みをしなくてもロ

ビー活動をできるように、今数千万単位で募金

活動をやっているんですが、やっぱり人って例

えば子どもセンターの代表の後継者をどうする、
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事務局長さんの後継者どうするとか、大西さん、

僕の後継者どうする、そんなんできないと思う

んです。はっきり言って。それでどこも困って

るんだけど、でも一人でやったことを 10人とか

5人とかでトロイカ方式でやれればいいんじゃ

ないかなっていうような仕組みだけ僕らはつく

っとかないといけないんじゃないかなというふ

うに思います。その話をぜひ大西さんに聞きた

いんだけど、僕のような思いや僕のような生活

を 20年続けられるという人のほうが少ないと

思うんですよね。僕はだいたい朝８時に仕事に

出て、帰るの 11時なんですよ。だいたい 15時

間くらい労働してるんですね。それで自動車の

運転手から料理から帳簿つけから助成金の申請

から、だいたい毎日 15時間くらい働いてて、そ

れで給料は 250万くらいかな。だけどそれがな

ぜできるかというと、大西さんは自分の人生語

ってて僕は語ってないけど、1500万くらい稼い

だ時期もあるから、お金じゃないんだよって言

えるからやれるけど、それがないとちょっとや

れないだろうなというふうには思います。稼い

だことがなくてもお金じゃないよといえるよう

な世の中づくりが正しいのか、もっと稼げるん

だよということを言うのがいいのか、僕はその

あたりでちょっと時間的なギャップがあるから

悩んではいます。やっぱり強烈なリーダーシッ

プと個性とアイデアで、第一世代と言われてい

る僕たちはやってこれたけど、これからの人た

ちって強烈なリーダーシップと個性ではやれな

いんじゃないか、というよりやってはいけない

んじゃないかという感覚がしてるんですけど、

大西さんそのへんどうですか。 

 

[大西] ちょっと伊井野さんと方向が違うなと

感じているんですが。というのが、僕この 20

年やってきてこの活動というのが地域ですごく

役に立つということがわかったわけです。僕は

今、伊勢まごころの代表をしているわけですが、

伊勢まごころをどうするっていうのではなく、

僕の頭の中にあるのは伊勢まごころのようなと

ころを三重県中に作ろうというのが僕の考え方

なんです。ですから一つの団体が大きくなると

いうことはあんまり意味を持っていない。それ

よりも小さな団体でいいから三重県中どこにい

ってもある、そういうネットワークを作りたい。

これが僕の夢なんです。それでこれは次の世代

ということもあって難しいといえば難しいけれ

ど、軽く考えるとそんなに難しくないんですよ

ね。介護保険制度、ケアマネージャーがどうと

か、国保連に請求業務がどうのこうのとか馬鹿

みたいにこういうことを考えてたらややこしい

話になってくるのでね。助け合いそのものは、

困ってる人を助けるだけの話なんですよね。マ

ザーテレサじゃないけど、関心を持つことなん

ですよね。 

 

[伊井野] 今そういうけど、時間でサービスを

測ってお金になると、これまで、無報酬で行っ

たサービスを無報酬ならしなくなる、という現

実があるわけでしょ。まごころのようには簡単

じゃないということです。 

 

[大西] わかりました。それで出丸さんが室長

のときの話なんですが、2001年の 9月 11日に

アメリカでテロがありましたよね。あの直後に

出丸さんが室長をしていたときのＮＰＯの職員

とアメリカに行ったんです。それで向こうの

NPO先進国のＮＰＯというのをつぶさに見せ

てもらったんです。そ

うしたら、ＮＰＯはア

メリカが神様というよ

うなことを言うけれど

現実に行ってみると、

確かにそういう側面も

あるけれど、これはポ

ートランドの話なんで
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すが、その辺のおばちゃんが集まってきて子供

の手をつないできて、それで子供を隣の部屋に

寝かせて会議を始めるんです。会議を始めたと

たんに赤ちゃんが泣き始めて「すいません、ち

ょっと待ってください」と言って隣の部屋の赤

ちゃんをあやすわけです。どこかで見た光景だ

と思ってよく考えたら日本と一緒なんです。そ

ういう意味で、ＮＰＯと地域の助け合いをする

ということは、そんなに難しいことではない。

考えたら難しいんだけどね。そういうことで今、

三重県中にＮＰＯのネットワークを張り巡らす

という、そちらのほうの仕事に全神経を使って

います。個人的には、うちの団体、伊勢まごこ

ろの仕事には全く関与してないしていないのが

現状です。以上です。 

 

[山本] 継続するコツとか後継者というテーマ

で今話していただいてますが、野口さんはいか

がですか。 

 

[野口] 私たちもやっぱりそれは意識していま

す。よく言われるのが、ツアーセンターを始め

た当初に、ご存知の方もいるかもしれないです

が、私がこういったバリアフリーの活動をし始

めたのが今の主人である車椅子の男性と出会っ

たのがきっかけだったんですけど、うちの理事

長が常に私の知らないところで言ってたのが

「あの二人が別れたらツアーセンターはなくな

るな」ということをよく言われたんですね。だ

から、そういう関係がなくなったらって言って

たんですが、そんなことないよって私は言って

たんですが。ですので、そういう意味じゃなく

て、私たちが離婚したからどうだというのでは

なくて、確かに先ほども伊井野さんがおっしゃ

ってましたが私たちみたいなことをやれるのは、

じゃあ誰か代わりができるのかというと、私の

この給料で私の代わりをしてくださいってとて

もじゃないけど人にお願いできないです。先ほ

どおっしゃられてた方、できたら就職先として

できるような環境を作りたいというのは私もす

ごく思うんです。先日中学生の体験就業体験み

たいなのがあって、うちは就職先ではないです

が、そういうのを体験してもらったんですが、

その子は障害を持った女の子だったんですね。

だから受け入れたというのもあるんですが、そ

の女の子がもし高校へ行って、高校を卒業する

か、大学行ってから卒業するかのときに、あの

時、中学校のときに体験させてもらったところ

で働きたいと、もしかしたら言うかもしれない

です。せめてそのときまでには、その子が入っ

てもちゃんと給料が払えるような環境を作りた

い。私たちはどちらかというと障害者の雇用に

もつながるんじゃないかなと思っているので、

そこら辺を本当にやりたいなと思っているんで

すけど、そのためにはじゃあどうすればいいの

かっていうことを今模索中なんですけど、ここ

できちんと運営できる方法をできたら、先ほど

大西さんがおっしられたように私たちバリアフ

リーツアーセンターも、実は伊勢志摩だけじゃ

ないんですよね。ほしいところはもっとありま

す。伊勢志摩の障害者の人たちももっと外に出

たいわけですから、全国各地にある観光地に一

つこういうものがきちんとモデルとして運営で

きる体制が作れれば、どこにでもできる可能性

があるわけです。そういうものを作っていくた

めに今は行政だけじゃなく、そういう企業にお

金をもらったり、企業からお金をもらうために

はアドバイスをし、評価を得ながらやっていく

という方法を考えているという感じなんです。

だから継続というのは本当に重要なんですが、

お金に関する継続というのは本当に大変なんで

すが、モチベーションに関しては聞かれると不

思議なくらい私たちもモチベーションを保って

いるかなと思います。それはおそらく現場に近

いからかなと思います。現場の人たちの生の声

を聞いて、それによってモチベーションがあが
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ったり下がったりしてますが、それがモチベー

ション持続の効果が高いと思ってます。 

 

[山本] 所々で聞きたくなったら手を上げてく

ださいね。ほっとくとこのままずっと続いてい

きますので、聞きたい中身が聞けずに終わる可

能性が出てきましたので、これは自分の言葉で

質問しておきたいということがあったら今あげ

てください。 

 

[参加者] 3人の方の話をお伺いしてて、例えば

野口さんのバリアフリーセンターだと企業や行

政からいただくお金が収入の大部分を占めてい

るんですか。その収入の構成割合。それから大

西さんのところだと事業収入ですよね。事業収

入以外に助け合いの部分はどの程度あるのか。

伊井野さんところの場合だと、助成金の割合が

高いのかな。その割合と、それ以外だとか、事

業収入ですね。その様子をちょっとお聞かせい

ただきたいです。それでみなさんの給料はどこ

から払われてるのかというのを知りたいです。 

 

[伊井野] うちは年によって事業の総額が違う

のですが、だいたい 2000万から 2500万ぐらい

で、デイサービスが7割5分くらいから8割で、

助成金が 2割 5分くらいで、あと 0.5分が会費

とか寄付とか、それくらいですね。それで会員

さんが 100人前後で、けっこう若い人はいっぱ

い入ってくれるんだけど、本当は会費を 1年で

も滞納したら除籍するんですが、だいたいみな

さんの慣例という 3年は残しておきます。3年

は残して、4年目になったときにみんな切って

いくということをどこでもしているというのを

聞きますが、うちは入ってくるけど抜けるから

いつも 100人なんです。それはどこから始まっ

たかというと 300人から始まって、10年経って

今、3分の 1に減ったけど、それでも 300人か

ら 100人で、3分の 1止まりでよく残ってるな

と思ってます。しかも悪いことに、永年会員と

いうのがものすごくあって、100人のうち 30

人が永年会員だから会費が入ってこないんです。

初めは良かったけど。だから 3分の 2だから会

費というのはそうたいしたことじゃなくて、ち

ょっと運営は会費で事業をするというのはなか

なか大変で。寄付のほうもたまに 100万とか

200万というような寄付はあるんですが、定期

的に企業からというのはこれからかなと思うの

で。助成金は多いときは 600万、700万、1000

万近いときもあるし、取らないときもあるしと

いうことでけっこうフレキシブルなんですが、

そんなとこでうちは運営しています。 

 

[大西] お金なんですが、頭の中に入ってる数

字だけで申し訳ございません。うちは介護保険

をしていまして、あまり力を入れてるわけじゃ

ないんですが、うちの中でいろんな事件があり

まして、介護保険でずっとやってきたんですが、

そうしたら介護保険は儲かるということで会員

さんがやめてしまって、有限会社を立ち上げて

るというアクシデントがありました。それ以前

は、うちは介護保険制度では訪問介護、居宅介

護支援とデイサービスだけをしているだけなん

ですが、そういう事件がある前はかなりの額の

売り上げがあったんですが、それがおきてから

は会がすごく小さくなってしまって、訪問介護

員が少なくなった今では 6000万ぐらいが介護

保険のほうで、助け合いのほうで入ってくるお

金は 200万あまりだったと思います。 

 

[伊井野] ＮＰＯ法人ではありがちなんですよ

ね。 

 

[大西] 有限会社で開始した方もＮＰＯでやっ

てくれると良かったんですけどね。僕の指導力

が足りなかったんだということですね。 
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[伊井野] そんなことがあったの。その話が聞

きたいじゃないですか。 

 

[大西] 外から見ている皆さんは、介護保険は

儲かると思うんだよね。 

 

[伊井野] 儲かりませんよ。経営者の人件費を

抑さえるからやれるんだよね。公務員の皆さん

の給料を考えたらやれないでしょ。やれないこ

とをやれって言ってるわけですよね。 

 

[野口] 私もちょっと

頭の中にある感じで。

みなさんの金額を聞い

て私は全然違う次元な

んですけども、私たち

の一番最初の始まりは

県の特異なプロジェク

トで始まったといいま

すが、そういうことはみなさんご存知のように

補助金というのは限りがありまして、4年めく

らいでばっさり切られてます。それ以降は自主

運営をさせていただいてるんですが、聞いてび

っくりしちゃいけませんよ。私たちの年間の運

営費っていうのは 500万ちょっとくらいです。

それだけで事業代と 3人の人件費がまかなわれ

てます。最近ちょっと切り崩し方式の借金なん

かもしていて、そのことを含めるとどういう割

合かというと借金のほうが多いと言ってはいけ

ないし、そうわけじゃないですが、最初のころ

はけっこう行政の委託事業とかもいただくこと

があったんですが、やはりそんなに続かないで

す。委託ばっかり受けてると癒着じゃないかと

いうようなことも言われたりするとだんだん離

れていくので、今現在としては行政の委託もあ

りますが、鳥羽市の観光サポートの 2分の 1助

成とか、そういう委託とかもちょっとあります

が本当に小さなものであったり、商工会議所の

委託であったりとか最近ちょっと出た学校の方

も授業代ってすごく安いですよね。1日行って

も 2時限やっても 4000円くらいだったりする

んですよね。それでもとりあえず人材をという

ことで関わらせてもらってたりしますが。先ほ

ど皆さんもおっしゃられてたみたいに年によっ

て本当に変動があります。私たちは 500万前後

というのは変わりませんが、時々大きな財団と

かの助成金とかバッともらったりすると跳ね上

がりますが、でもやはり 1000万を超えるとい

うのはまだ私たち今のところないですね。その

中でやりくりしていってますので本当にこの私

たちの 500万っていう数字はすごく少ないのか。

この中でたぶん人件費というのは 300万くらい

かなというくらいです。その中で 300万を三人

で割ると計算してもらったらわかると思うんで

すが、そんなかんじでやらせていただいて、も

うちょっと本当は企業のほうからお金をもらっ

ていきたいなと思ってますので、情報発信を私

たちしてますので広告料のようなものをもう少

しとっていきたいなということなので、あまり

参考にならないかもしれないですが細々と灯火

でやってるという感じです。 

 

[大西] そんなにお金はないんですが、ＮＰＯ

としては多少あるのかなという感じなので、う

ちは助成とかそういうことは全く応募していま

せん。というのは、お金がないところにそうい

うのは回してもらったらいいのかなと考えてい

ます。それと、その代わりにやることといった

ら、例えば今福祉有償運送という制度がありま

すが。ああいうことにうちが助成をもらって、

うちのほうで研修もやりよそのＮＰＯでは出来

にくい活動、そういうところで助成を頂くよう

にしています。例えば成年後見制度でもなかな

かよそのＮＰＯにやれと言っても難しいので、

それにはこちらから助成してくれるところを探
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し市民にも実現可能なものにしていくという努

せん。 

 

[伊井野] やっぱり聞いてよかったです。山岡

さんは今日しゃべってましたけど、この間セク

ター会議といって、何が議論されるかというと

日本のＮＰＯ法人の中のほとんどは 300万～

500万ぐらいのレベルが 7・8割いて、福祉系は

金額がグッと跳ね上がるけど、それは出るもの

も同じくらい多いわけで真水を見ればそんなに

変わらないということの中で、やはり 500万ぐ

らいのレベルのＮＰＯをどうやって助けるのか

とか、支援するのかという話が行政の課題じゃ

ないかというのがずっとあるんです。だからち

ょうど良い例なんですよね。その 500万を 1000

万くらいにできるアイデアをみんなが提案する

とか、提案しあうとかすることの中で取り組む

ということがとても大事じゃないかなって。い

ろんなところで会って話をしているから中間支

援みたいな立場でどうしても見てしまうんです

が、今エコツーがすごく盛んでしょ。だからエ

コツーがあんなに盛んな中で、こういうバリア

フリーのツアーっていうのを一緒に抱き合わせ

で、国のレベルでもっと働きかけをするとかい

うことになると、もっといい流れが来るんじゃ

ないかなと思ったりしますけど。 

 

 

[山本] エコツーってわかります？大丈夫です

か？他の人でも質問があれば聞いておきたいん

ですが、ないですか。 

 

[会場] 先ほど伊井野さんからのお話で、そう

いう活動されて、継続するに当たって心構えと

いうか、こういうふうなことをしたほうがいい

よとかのアドバイスがあればですけども、こう

いうことに気をつけなければいけないよみたい

なことがありましたら教えてください。 

 

[伊井野] 今日の感想ですが、山岡さんの今日

の講演はとてもよかったなと思って。あれだけ

参加を言う人ってないですよね、ＮＰＯの世界

の中で。僕は何十回も話を聞いてますが、参加

っていう感覚を行政職

も持たれたらどうかな

と思って。行政職が持

ってる週休二日と年休

をあわせると 3分の 1

くらい休んでません？

ごめんなさいね。1年の

うち 100日くらい休ん

でるんじゃないかなと思うんですよね。3分の 1

休みがあるんだったら、十分立派なＮＰＯって

できるんじゃないかなと思うわけです。だから

本業がどれくらい後を引くのかわからないけれ

ど、というのは僕は行政職をやったことがない

ので。ＮＰＯ職って 365日ＮＰＯ職じゃないで

すか。行政職って 365日行政職になれます？例

えば寝てるときにおじいちゃん、おばあちゃん、

バリアフリーの車椅子の人のことが頭に浮かん

だりします？しないでしょ、わからないけど。

しないんだったら、もう一つ仕事が持てるんじ

ゃないかなと思うんです。だから参加から協働

へという、個人から団体への取り組みを十分に

できる行政の職員の人たちが、本業を持ちなが

ら社会とどうかかわる、参加するのかというと

ころでいうと、ＮＰＯを立ち上げるというか参

加して、自分が主体になった行政職の見本を見

せることによって「見てみぃや、市民ってこう

いうことを言うんやで」って。市民と住民って

いう言葉がありましたよね、山岡さんの話で。

行政職のほとんどは住民、ごめんなさいね、思

い込みで言うんだけど。市民になる行政職とい

うのをお手本でやられたらどうかなと思います

がいかがでしょうか。 
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[大西] その人それぞれ十人十色だと思うんで

す。できることが。現実の厳しさということを

知ることだと思うんです。例えばちょっと考え

方違うと思うんですが、国土交通省が向こう十

数年の間に日本から村が 2000余り消滅するだ

ろうと。限界集落のことをいいましたよね。限

界集落なんてよそのことだと思ったら大間違い

で、私のまち伊勢なんかは、固有の名前を出す

とあれですが、高麗広とか横輪という地区があ

るんですがこういうところはすでに限界なんで

す。じぃちゃんばぁちゃんしかいない。病院が

ない、飯を食うところもない。何もないないづ

くしなんですよね。地域で助け合って生きてい

くしか方法がないんですよね。その中でどうい

うふうにその活動を維持継続するかが問題です。

なんだかんだ言っても始まらないんです。そこ

でこちらがどういうふうに石を投げて波紋を広

げていくかということが大切。なんだかんだと

悠長なことは言ってられないと思うんです。高

齢者、障害者に携わっていると。皆の問題です。

以上です。 

 

[野口] 私たちの活動は実はじわりじわりと行

政の方たちに参加をしてもらおうと思って、私

たちは伊勢志摩を広域的に活動しているんです

が、鳥羽に在籍しているので鳥羽市の職員の観

光課の人に調査しに行くときに暇だったらつい

てきてみたいに現場に来てもらうようなことを

してもらっています。それによっていろいろ勉

強になったわとか、知ったわというようなこと

とかもあって、実は最初の方で行政が変わって

きたことはというのをご質問されていた方がい

らっしゃいましたが、私はまだここで始めて６

年、7年ですが、すごく変わったと思うんです。

今までちょっと前までは社会福祉協議会が地元

にはどこにでもありますが、社会福祉協議会に

「すいません、旅行者の方が車椅子を」どこで

もチェアという車椅子ができるまでは「車椅子

を貸してほしいという方がいるんですけど貸し

てもらえないですか」と言いに行ったときには

社会福祉協議会からは「社会福祉協議会は、地

元の方のための社会福祉協議会なので観光の方

には使えません」みたいなことを言われたんで

す。使ってるわけじゃなくて、そこにいっぱい

あるんですよ。いっぱい並んでいるのに、その

1台も貸してくれなかったということがあるん

です。でも、この数年間の間でものすごく変わ

って、車椅子は貸してくれるし、観光の方たち

のためにと観光客向けのサービスもできてきて

るんですね。サポート何とかというのができて、

有料なんですが、時給 600円くらいのものです

がそういうサービスをやっていただいたりとか、

あと今まで観光と福祉というところがあまり一

緒に話をすることがなかったんですが、私たち

の会議で呼ぶ人は必ずそういった人たちを入っ

てもらうようにしているんですね。環境と福祉、

場合によっては建築とかいろんな人たちに来て

もらったりするんですが、そういう意味ではち

ょっと緩やかですが横のつながりというか、今

まで縦割りだったものがちょっとじわりじわり

と浸透してきているのかなという実感がありま

す。それで行政の方たちが一番悲しいのは、そ

この担当を抜けてしまったときに「はい、さよ

うなら」ということがあって、それからどこに

行ったんだろう、三重県の人だったら北勢の方

に行ってしまったんだけど、どうなったのかな

という感じになってしまうことが多いので、と

っぷり活動しなくてもいいんですけど自分にで

きることですよね。自分が今している仕事のと

きに、このＮＰＯに対して自分はどんなことが

手を差し伸べられるかなということを常に意識

してもらったら、どの部署に行っても「この部

署にきたからこれができる、あそこの団体が助

けられる」。本当にちょっとしたアドバイスだ

けでいいんです。今こういう助成金を募集して
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るよみたいな感じでもいいですし、そういうこ

とがさりげなく話をしていただいたらいいなと

思います。 

 

[山本] あと 10分なんで

すが、ちょっと会場でこ

れは聞いておきたいとい

うことはどうですか？大

丈夫ですか？無ければ、

ちょっと私の進行が悪か

ったのかＮＰＯが行政に

期待することみたいな話

になってきつつあるような気がし若干違和感が

あるので最後にこういう質問で、みなさんから

一言コメントをいただいて終われればなと思い

ます。じゃあ市民は変わったのか。この 10年間

活動する前と後で、みなさんがサービスを提供

する人たちでもいいですし、参加してくれる人

でもいいんですが、市民は変わったのかな、市

民はどういうことをこれから訴えていたきいの

かな。そういう言葉で最後を締めていただこう

かなと思うんですが、伊井野さんからでも大丈

夫でしょうか。 

 

[伊井野] その前に、熱意が継続できた理由と

は何かという話で、やっぱりやっている事業が

全国の基準、つまりモデル事業をやっていると

いう意識を常に持って。例えば赤目で成功すれ

ば、よそでも通用できるという、このモチベー

ションはものすごく、俺しかやってないんだと

いうモチベーション、インセンティブになりま

すね。ここで成功すれば全国、だからさっきの

一般廃棄物の街路樹の処理でも「あー、また○

○新聞の良いところに載れる」とか。まぁ冗談

ですけど、そういうモチベーションって背筋が

冷たくなるくらいの快感がありますね。実を言

うと昨日の夜は、ご近所の底力という番組あり

ますね。残念ながら三重県は 27日の朝放送なん

ですが、関東で昨日放送だったんです。それで、

私は和田アキ子さんと 11月 22日に話をしてき

て、収録があって出たんですよ。それで昨日の

夜からずっと問い合わせの電話が相次いで、転

送にしているんですが、幸いにも今かかってい

ないんですけど、そういうモデル事業としての

インセンティブというものというのは日本を動

かす一つなんだなということがね。かけがえの

ない喜びであり、やる気、モチベーションにつ

ながるということが継続的にやれるコツなんだ

ろうなと思います。大西さんも、自分のまごこ

ろはまあまあだけど、そういうあり方をずっと

日本全国に広めたい、つまりモデル事業ですよ

ね。野口さんもモデル事業だ。やっぱりそうい

う意識でどうやって共通項を取り出して、世の

中のありとあらゆるところの仕組み作りに貢献

できるのかということが大きなモチベーション

になるんだろうなというふうに思っています。

ですから、そこで食べられる、食べられないと

いうのも大事ですが、そこで食べられるという

ことは全国で食べられるんじゃないかなという

共通項で結べられるということがモチベーショ

ンになる、かけがえがない。それがＮＰＯの命

じゃないかなというふうに、僕自身は思ってい

ます。 

それでお尋ねの市民はどう変わったかという

のはわかりませんね。まだ住民の人がほとんど

じゃないかなというふうに思って。僕は 0.01％、

1万人に 1人環境運動ってずっと言ってるんで

すが、あまり最近はもう変わらないと思ってい

ます。つまり、里山の保全をやりますよとけっ

こう新聞でチラシで呼びかけても、だいたい 1

万人に 1人しか集まらないんですよ。10年間し

ても、そう大して変わらないんですよね。そう

いう意味で言うと。だから自覚した市民の形成

というのは、たかだか 10年くらいでは変わらな

いし、これからやっぱりこうじゃなく、もっと

こういうふうに変わっていくんじゃないかなと
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いう感じがしてね、これからますます頑張って

いかなきゃならないんじゃないかなと思ってい

ます。 

 

[大西] 市民が本当の意味で変わったのかとい

うならば、残念ながら旧態依然として変わって

いないというのが現実だと思います。この問題

は、非常に難しくって出丸さんが室長の頃のよ

うに、すごくエネルギーを感じるようなＮＰＯ

活動の時代でもなくなってきたなという気がし

ないでもありません。それで、市民が変わって

きたか、市民はどうなんだと言われるとちょっ

と辛いところがあるんですが、しかし何をする

にしてもお金がいるんですよね。そのところを

握っているのは行政です。市民でやりなさいよ、

自分たちでやっていくのがこれからの社会じゃ

ないかと。このような依存型社会にしてしまっ

た彼らの責任には言及はしません。しかし、責

任の追及をしても解決にはなりません。これか

らは共助が大切な社会です。僕は行政の方がや

っぱりお金の配分をもう少し考えてくれたら、

もっと市民は育つ。変わるんじゃないかと。行

政も変わらなければならない。市民の自立を阻

害しているのは相変わらず指定席ばかり狙って

いる行政じゃないかというような気がしないで

もないんですが、いかがでしょうか。依存型住

民、自立型市民の話にももう疲れました。 

 

[野口] 私たちは、私たちの活動に対しては、

市民はすごく変わったのかなと思います。実際

最初のころは風当たりが強かったというか、何

が始まったんやろという感じで、あまり私たち

の活動も理解が乏しかったんだと思うんですが。

どうやって市民の人たちに私たちの活動を理解

していってもらったかというと、一番手っ取り

早い方法は、私たちもやってきたことなので、

ぜひみなさんも活動には使ってほしいんですけ

ど、さっきの伊井野さんも同じこと考えてるな

と思ったんですがマスコミを使うことですね。

これはお金を使わずパブリックな記事に載せて

もらう。そのためにはどんな活動をしたらいい

か、どんなイベントをしたらいいかということ

もけっこう考えます。これだったらマスコミが

飛びついてきてくれるなというようなことをど

んどん出していくんです。それによって私たち

は活動していることを宣伝したい、というか活

動していることをみなさんに自然と入ってきて

もらいたいと思っているので、それはけっこう

成功したかなと思います。この数年間の間でも

のすごくマスコミにも、これでもかというぐら

い取り上げてもらうことによって市民の人たち

は「伊勢志摩ってバリアフリーに力を入れてい

るんだ」ということをたぶん徐々に気づいてき

ていると思っています。それもあって、先ほど

紹介もありましたが車椅子のレンタルってけっ

こう徐々に上がってきてるんですが、その中で

突然いらっしゃった方とかに「どこでお聞きに

なったんですか、この車椅子の貸し出しは」と

聞くと「さっき歩いてたら町の人に聞きました」

と言うんです。それはおそらく話の内容からい

くと、お客さんが車椅子を使わず、ちょっとお

ぼつかない足で歩いているときに町の人が「あ

ちらに行ったら車椅子の貸し出ししてますよ。

どうですか」ということを声かけていただいた。

それは、こういう障害者の方たちが観光に来ら

れるって「そういえばあの時新聞で、バリアフ

リーツアーセンターが車椅子の貸し出しをして

るって言ってたな」ということがつながって紹

介してくれたと思うんですね。たぶん本当に数

年前、私たちが始めるころだったら誰もそんな

こと気にもとめてくれなかったと思うんですが、

そういう点からいくと徐々に浸透していただい

て、本当にちょっとずつですがそういうような

形では変わってきたのかな、もうちょっとそれ

が広がっていくといいなというのが私の希望で

す。 
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[伊井野] この間静岡であった、ＮＰＯ行政フ

ォーラムのときも僕は思ったんですが、それで

ここ行政職が 3分の 2くらいいるじゃないです

か。それで山本さん市民は変わってきたかとい

うと、まぁみなさんが市民とするとこの業種に

ついて、またいろんなところでこれから出世し

ていくわけですが、ＮＰＯ室にいた職員はやっ

ぱりこう違うよということって、僕はそれを期

待したいわけ。だから 30年ぐらい経つと全部Ｎ

ＰＯの担当をした人たちが行政庁の中のほとん

どの部署にいて、それでちょっとはましに、ご

めんなさいね、つまりＮＰＯの気持ちがわかる、

心がわかる行政職がだいたいを占めてくると変

わるように思いません？僕はそれを期待してい

るんですが、それは行政職であり、一般の市民

が変わったかどうかという山本さんの質問に、

まさに答えられるんじゃないかなと思うんです

が、そういう質問ってどうです？変わりまし

た？ 

 

[会場] 意識は変わりました。変わりましたと

いうか、今まで接点がなかったのでカルチャー

ショックを受けました。 

 

[伊井野] もういろんな部署に行って、今まで

と違う行政職の仕事ができそうだという意味で

すよね。僕の期待はかないませんか？ 

 

[山本] なかなか難しい質問ですね。ちょうど

時間がきてしまっているんですが、みなさんわ

かっていただいたように、ほっておいたらどん

どんしゃべってくる人たち、この熱意っていう

のがやっぱりまずＮＰＯの活動の原動力なんだ

ろうな。すごいなと人が素直に感心できる原動

力というのは、おそらく活動内容如何に関わら

ずＮＰＯの原動力なんだろうなということを私

はつくづくと感じる一方、進行役としてはやり

にくくて、こんな人たちとパネルディスカッシ

ョンはしたくないな、一人でしゃべったほうが

楽だなとつくづく思ったりしました。もう時間

なので本当に申し訳ない。これで結論が出てる

というか何がわかったんだろうな、何がつかめ

たんだろうなというような流れになっちゃった

かもしれないですが、みなさんパッと振り向い

てみてください。こんなに閑散とした会場が熱

い。というところが、たぶんＮＰＯを続ける極

意の一番大きなところなのかななんて、ありき

たりな締めで恐縮ですが。宣伝をしたいことが

ある？やめさせてくれない参加者ですので、じ

ゃあわかりました。最後に 2分ずつ一言。 

 

■ メッセージ 
[伊井野] それはあなたも言いなさいよ。あな

たも 10年やっている人だから。 

 

[山本] いえいえ、私はいいです。一人 2分ず

つＰＲショータイムをして終わりたいと思いま

す。 

 

[伊井野] 僕は今日、このような総論の分科会

でいろんなことをみなさん学んでいただいたら

いいなと。少なかったら少ないなりにいろんな

ことを学べてよかったなと思っています。どう

だったかはわかりませんがＮＰＯってやっぱり

地方自治の学校だってよく言いますよね。民主

主義が議会という形で貫徹しても、それで世の

中が幸せになるわけではなくて、場面場面でい
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ろんな疑問が生じたときにぶち当たった住民た

ちがそれを乗り越えるために立ち上がる運動が

世の中に満ち満ちれば、世の中は豊かになり社

会変革がおきるというのが原理原則ですよね。

ＮＰＯの考え方として。だから世の中のぶち当

たる場面をたくさん作って、熱き思い、初心の

善意とか言いますけど、その思いをやっぱり共

有しながら僕はいつも交流したい。交流って 3

年ぐらいしたらもういいよねって言うけど、や

っぱり大西さんと久しぶりに会ってすごく嬉し

いし、山本さんってどんな人だったかなって思

うし、やっぱり交流ってずっと大事だから３年

に１回ずつみんなに会いたいなと思います。以

上です。 

 

[野口] 私もちょっとちらっと、今日の講演で

も先生がおっしゃってましたけど、「気づき」

ってすごく大切だということを言ってまして、

私もそれだと思うんです。さっきも大西さんが

言ったみたいにほっとけないというのと一緒で、

気づいてしまって見て見ぬふりができないとい

うのが、たぶんＮＰＯをしている人たちのみん

なの形なのかなと思います。だからやっぱりそ

ういったところのいろいろな面で気づいてると

ころで見て見ぬふりとか、目をふさいでしまう

ことがあるかもしれないですが、そこをちょっ

と一歩踏んでもらって、何か行動に起こしても

らえると嬉しいな。みんなが行動を起こせばき

っと町は良くなっていくと思います。それで宣

伝なんですが、すいません、私の活動の 19ペー

ジにもちょっと載ってるんですが、「恋に導か

れた観光再生」ってうちの理事長が書いた本な

んですが、このバリアフリーセンターがどうし

てできたかということとか、ＮＰＯのこととか

を書いた本なので今日数冊持ってきてますので

1470円ですので、もし必要な方は、読んでみよ

うかなと思う方は私のところに終わったあとで

もけっこうですので、声をかけてください。よ

ろしくお願いします。 

 

[山本] ということで、長いつもりだったんで

すけど短い時間になつてしまいました。もっと

聞きたいことがあったと思いますが、この機会

をぜひチャンスと捉えて交流をそれぞれの方と

していただれけばなと思います。最後にパネリ

ストとして話をしていただいた 3人の方に拍手

をしていただきます。ありがとうございました 

 

 


